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1日 特集 世界にはばたけ総科生 .4ノ

編 集 部

世界にはばたけ総科生。このフレーズは総科生なら誰しも一度は聞いたことがあるはず。『 安芸

の国』の歌詞で,総合科学部生の理想像でもあるの:です。しかし,そ うは言っても現状は どうで

しょうか。ただのフレーズのみに止まっているのではないでしょうか。『 飛翔 』編集部では,突然

舞い込んで来たフランスからの手紙をきっかけに,果たして総科生は世界にはばたいているのかと

いう問題に取り組むことにしました。総科10年間に多くの先輩方が世界へと行かれました。その方

の々協力を得て,総科と海外の関係を明らかにすべく,そ の実態を調査したわけです。そして,こ

の特集が世界にはばたく総科生となるための第一歩になればと思っています。

1)海外からの手紙

「花咲けるフランスの庭にて、エ トランゼとなりて」

異国でめくったカレンダーも,はや 6枚 目を数え

る。戦場に赴く兵士の心境で, ドゴール空港に降り

立った夏の日は,も はや遠い。道ゆく人々の好奇に

満ちた視線にも,2時間もある昼休みにも,店 とい

う店が扉を閉ざす閑散とした日曜の風景にも,す っ

かり慣れてしまった。ロワールの流 れのごと く,

ゆったりとした大陸のリズムは,いつしか私をも組

み込んで行く。

ここ トゥールは,パ リから列車で南西 に約 2時

間, トゥレーヌ地方の中心都市である。国内では最

長を誇るロワール河と,その支流が,温暖な気候と

豊かな土地をもたらすこの地方は,古 くから「 フラ

ンスの庭 」と呼ばれてきた。なだらかな丘陵や,森

の間に,数多くの城が散在し,か け足の観光客に
~  

とっては,パ リから気軽に足をのばせる観光地とし

て名高い。戦後,街全体は近代都市として生まれか

わったが,私の住む一角は「 古い トヮール 」とよば

れ,中世の面影を残す家並が続いている。

私が席を置いているトゥール大学の外国人用講座

は定評があり,各国からの学生を魅きつけている。

日本人も結構多く,日 本語を忘れる心配はなさそう

だ。クラスには,ア メリカ,イ ギリス,ドイツ,ベ

ルギー,ス イス,イ タリア,タ イ,台湾などの学生

達がいる。日本人は,.私を含めて 3人だ。

外国人の間に身を置いて初めて,自 分がまぎれも

なく日本人であり,良 くも悪くも日本人の特性を備

えていることに気づぃた。たとえば,こ ういうこと

があった。先生から,ク ラスの人数が多すぎるので

地域文化コース 藤本 桂子

2, 3人下のクラスに降りてほしいという話があっ

た。クラス替えがあって間もないころで,テ ストら

しいテストもなかったし,先生も各自の実力を知る

よしもなかった。そこで,ま っ先に標的にされたの

が,私達日本人である。というのは,授業中の発言

が,私達は圧倒的に少なかったからである。他国の

学生達は,知 っていることはもちろんのこと,知 ら

なければ質問の形として,積極的に発言する。めっ

たに手など上げない。早いもの勝ちである。授業中

あてられもしないのに,発言するのは,我 々日本人

の辞書にはない。質問するときも,な るべく時間を

使わないように気を使う。ところが,文法のテスト

などあると,き まってよくできるのは日本人なので

ある。私達は,あ わてて先生に抗議に行らた。「 私

達は,授業中,発言することに慣れていないけど,

文法はわかってぃるから,前のクラスはもう繰り返

したくない。」と。すると,先生は,驚いて言った。

「 まあ ′あなた達は, うまく話せるじゃないの ′私

は,あなた達がそんなに話せるとは知 らなか った

わ。そうやって,授業に参加してくれるのなら,私

はあなた達を落としたりしません。Jこ の国では,授

業を黙って,熱心にきいているだけでは,授業に参

加していることにならないのだ′それからというも

の,ま だまだ不十分ではある力ヽ 私達は授業中,努

めて発言するようにしている。日本人が,国際的に

進出する場合の,一つの壁を感じた思いである。

フランス人の個人主義というのは,今ではよく耳

にすることである。個人主義というと,いかにも孤
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独を克服し,単独で行動する人 を々想像するが,事

実はそうではない。フランスは,男女―組で行動す

ることを義務づけられているかのような社会である。

夫婦はもとより,恋人達もそうである。テレビなど

でパ リの風景を見かけた方は,おわかりだろう。こ

の国では,個人主義が徹底 しているかわりに,家族

間,夫婦問,恋人同士のように,心を許 し合 った間

柄では,日 本以上に密着 しているのではないだろう

か。人間にとって一番の基盤となる結びつきを大切

にし,それらをひとかたまりの「 個人」とした上で

フランスの個人主義は成り立っているのではないだ

ろうか。だからこそ,他の「 個人 」のプライバシー

も大切にする。日本人は,集団行動が好きなわりに

は,家族で,あ るいは夫婦で共に行動することは少

ない。

もちろん,家族間,夫婦間でも個人主義の片鱗は

みられる。それはけじめがはっきりしていることだ。

食事の時には皆が顔をそろえて話題が絶えないが,

その他の時間はめいめい好きなことをしている。日

本の家庭では,一 日中,多かれ少なかれお互いが千

渉し合ってぃるような気がする。そのくせ食事の時

は,テ レビがもっぱら話題の提供者となり,真の対

話はない。これらは生活様式の違いであり,一概に

どちらが良いとは言えないが,今 後,私 が家庭を

作って行 く際には参考にしようと思っている。

経済大国日本も,こ こ西洋のただなかでは,極東

の島国にすぎないことを思い知らされることがある。

日本と中国と韓国とは,同 じ言葉を話しているのか

ときかれる。チャイナ服を見て,「 これは中国の服

だ。」と言うと,ど うして日本と中国の服の区別がつ

くのかと不思議がられる。我々にとっては,例 えば

スカンジナビア半島の北欧 3国が,同 じように思わ

れるように,フ ランス人にとっては,こ れら3国 は

ひとかたまりに映るのである。異国情緒を売り物に

する店では, しばしば日本と中国をかけ合わせて ,

さらにどこかゆがめたような絵などに出会うことが

ある。漢字らしきものが書かれてあるが,棒が 1本

足りなかった り, どこかがひっくり返っていたりす

る。こちらの人にとっては,漢字も一種の絵柄にす

ぎず,間違っていようとかまわないだろうれ 誤 って

伝えられている母国の姿を目の前にして,私はやは

り心が落ち着かないの「 これは,真の日本の姿では

ないのよ′」と思わずさけびたくなる。しかし,考
えてみれば,日 本にはフランスまがいのものが氾濫

しているではないか。在日中のフランス人がそれら

を目にしたとき,同 じような憤慨を感じることだろ

う。1真実に自らの日で触れることは大切だ。

その意味でも,皆 さんのうち一人でも多くの人が

海を渡る機会を得てほしいと思う。島国に育った私

達にとって,母国を外から眺めることは必要だ。今

まで私は, 自分の生きてきた世界 一―そこでは人々

は一様に黒い髪をし,同 じ言葉を話して,以心伝心

でわかり合ってきたのだが 一―の他に,別の世界が

存在することを,実感することはなかった。だが,

これからは帰国してからも,こ の地球上には,い ろ

いろな社会が存在し,さ まざまな人々がいきづいて

いることを忘れないだろう。自分達の生きている社

会だけが,世界ではないのだ。そう実感する人間が

増えることが, 自国の私利私欲のみに走らない広い

視野を持つ考え方の上台となるだろう。

総合科学部の役割は,年 々重大になってくると確

信する。従来のような狭いものの見方では,動かし

きれない世界が来るに違いない。私達は,いろいろ

なことに興味を持たされてきた。 (残念ながら,私
には,こ ういう受身的な表現 しか使えない。)そ して

その気になれば,も っと貪欲に,いろいろなことを

学べたはずである。しかし,現状では,私も含め多

くの人が,自分の専門す ら満足に研究できず,その

他の分野となると手に負えないのが正直なところだ

ろう。それならば,せめていろいろな分野に,土台

を作っておいてもらいたい。必要なときに,必要な

知識をいつでもその上に積み重ねることができるよ

うに。はるかなる異国より,皆 さんの,そ して特に

卒業 して行く皆さんのご活躍を祈りつつ,次の言葉

を送りたい。

ノ

ゆ
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Puisqu′ on ne peut etre universe:

et savoir tOut ce qu′ on peut savoir sur tout, 1‐

ii faut savoir un peu de tout.

Car i:est bien pius beau de savoir queique chose

de tout que de savoir tout d′ une chose.

一   Pascai

「サウジと日本とフィリピン」

1.家 族 の
R重

さ "

この夏,サ ウジアラビアからフィリピンヘ飛んだ。

サウジで働くフィリピン人出稼ぎ労働たちの家族を

訪ね歩くためである。

日本では意外と知られていないが,サ ウジは外国

人出稼ぎ労働者の国でもある。砂糖に蟻が群がるよ

うに,オ イルグラーめあてに数多くの先進諸国の企

業がサウジに「 進出 」している。企業が最大限の利

潤をあげるには,「 いつでも使い捨てできる安い労

働力 」が不可欠となる。企業はそれをいわゆる「 第

二世界 」からかき集めてくる。サウジの町々は,そ

の「 第三世界 」の労働者であふれていた。油田地帯

として有名な東部地域では住民の七害Jが非サウジ人

だといわれている。フィリピン人,イ ンド・パキス

タン人,韓国人,イ エメン人などその国籍もさまざ

まだ。

だが,その外国人にとって,サ ウジでの生活は想

像以上に厳しい。厳格なイスラムの戒律によって酒

は御法度,単身の外国人が女性と言葉を交わす機会

は,ま ずない。町に出ても娯楽施設一つあるわけで

もない。せいぜい買物か店頭を見て歩くぐらいだ。

報道管制も厳しい。サウジに都合の悪い記事の載っ

た海外雑誌の記事はマジッグでぬりつぶされるか ,

引きさかれているも秘密警察や宗教警察の日は,町

のどこにでも光っている。外国人による国内への影

響を最少限に食い止めるために事実上の隔離政策が

しかれ,外国人がサウジ人と深く交わる機会もほと

んどない。牢獄にでも軟禁されたようなこの環境の

なかで外国人労働者たちは,「 働いて食べて寝るだ

けの生活 」を淡々と繰り返す。「働く」といっても,

56年度卒社会文化 コース 土井 敏邦

建設現場では,夏は気温が50度を越す炎天下での仕

事である。それでも,彼 らの基本給は平均 300ドル

(約 7万 円 )前後。 日に 2, 3時間の残業を入れて

や っと 500ドルにとどく (建設現場の日本人の場合

平均 2,000ド ル強といわれる )。

出稼ぎ労働者のなかには,も う数年サウジで働い

ている者 も少な くない。妻子のいる既婚者が多い。

家族と離れて, しかもこの厳 しい環境のなかで,ど

うして彼 らは長年耐え られるのか。私にはそれが不

思議でならなか った。私の周囲で働 くフ ィリピン人

たちに,サ ウジヘ渡 ってきた経緯を尋ねまわるよう

になったのは,そ んな疑問か らだ った。彼 らは 口を

揃えたように,そ の動機を「 家族の将来のために 」

と言い,「 そのために自分を犠牲にするのだ 」と答

える。サウジで働いて 4年 目, 1児の父親である27

歳の青年はこう語 った。「 毎 日,ホ ームシックとの

葛藤ですよ。帰 りたくて眠れない時もあります。し

かし,そ の時 自分にこう言いきかせるんです。『 今

日の自分のことを思 うな。明日の家族のことを考え

ろ』とね。J

サウジでの生活のつらさを身をもって知るが故に,

そんな話を聞くたびに,そ こまで して守 るべき「 家

族 」とは何か,と い う別の疑間がわいて くる。私は

どうしても彼 らの家族に会 ってみたくな った。

このフィリピン人出稼ぎ労働者 とその家族の実態

について,こ こで詳 しく報告する紙面はないが,近

日中にルポタージュとしてまとめるつもりでいる。

この取材と平行 して,私は, 日本人とは切り離せな

いもう一つの問題を追った。「 ジ ャパゆきさん 」や
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2年 3カ 月ぶりにサウジから帰った夫(35才 )と その妻。
2児がいる。
一カ月後,夫は再● サウジヘ向かった。

マニラで 日本人観光客を相手に春をひさぐ女性たち

である。フ ィリピン人の知人たちを通 じ,「 ジ ャパ

ゆき 」を経験 したヌー ド・ダンサーや,「 ホス ピタ

リテ ィー・ガール 」と呼ばれる女性たち数人に会 っ

て話をきいた。そこでもまた,私は,彼女らをとり

まく家族の “重さ "を まざまざと見せつけられるこ

とになった。

日本人を相手に春を売るエマ (仮名 )は 22歳 ,あ
る地方都市の出身である。父親はタクシーの運転手

で収入は月に 2,000ペ ソ前後 (約 1∞ ドル )。 長女

のエマの下に,現在大学へ通 う2人の妹と,高校生

の二人の弟,それに小学生の末弟がいる。一旦大学

に入ったェマは,学費が続かなくて 1年で退学,父
親の収入だけでは養えない家族を助けるためにマニ

ラヘ出た。最初は美容院に勤めた。 日給が10ペ ソに

も満たない日もある薄給だった。家族への送金など

できようはずもない。彼女は送金する金をつくらね

ばならなか った。大卒でもない女性がマニラで高収

入を得 る方法は限られている。エマは今の "仕 事 "

に身を投げ出した。20歳の時だった。稼いだ全収入

から自分の生活費を引いた残 りは全て家族へ送る。

その金で妹たちは大学へ進学できた。マニラでウェ

イ トレスをやっているとい うエマの話を信 じきぅて

いる父親は,毎週,送金催足の電報をよこしてくる。

「 結婚は ?」 ときくと,「 こんな
い
仕事 "を してい

ては,同 じフィリピン人と結婚なんかできないでしょ

うね。Jと 沈み込む。「 で も,妹たちを卒業させてし

まった ら,私 ,も う一度,大学へもどろうと思いま

す。将来,銀 行で働 きたいんです。J

2.か らみ あ う三 国

家族とは何か,と 自間 しながらや って来たフィリ

ピンで,私が日のあたりにしたのは,そ の家族に重 く

の しかかる「 貧困 」の影だった。 この「 貧困 」の背

景を追求すれば,畢克,「 北 Jの豊かさと「 南 」の

貧 しさが同時進行してい く世界経済の仕組みにまで

言及しなくてはならな くなる。が,それはもう,私
の能力を越えている。ただ,サウジそしてフィリピ

ンヘと渡 って,私 は一つ新 しい発見を した。

学生時代,イ スラエルで暮 らしたことがきっかけ

で ,以来,中東問題と関わ ってきた私は,中東 と日

本を 1本の直線で結ぶことにこだわってきたが,事
はそう単純ではなかった。中東と日本を結ぶ線は ,

「 第三世界 」という別の糸と複雑にからみあってい

たのである。例えば ―― 中東に「 進出 」した日本企

業に「 安い労働力 Jと してかき集められた人々は ,

その働いて得た金で,中東の街の店頭にあふれる電

気製品やカメラ,時計などの 日本製品を買いあさる

(こ れら日本製品の,サ ウジにお け る最大の顧 客

は,彼 ら出稼ぎ労働者たちだと言われている)。 ■方

中東で働 く日本人たちは,抑えつけられた性欲の吐

け口を求めてマニラやバ ンコクに殺到する。また一

方, 日本政府は,フ ィリピンに「 進出 」した日本企

業の利権を守 り,新たな「 進出 」の基盤を作るため

に,「 経済援助 」によってその独裁政権を支えよう

とする。腐敗 した政権の延命によって,国 内経済は

ますます悪化し,人 々は家族を支え,生 き延びるた

デモを阻止しようとする警官隊をなじる

沿道の子どもたち
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めに中東へ出稼ぎに行き,「 ジャパゆきさん 」とな

り,札束を切 って押 しかける日本人に春を売る。他

方,独裁政権は,海外で働 くフィリピン人たちに ,

その給与の 7割以上を銀行送金す ることを法によっ

て義務づけ,延命のための外貨獲得に躍起になる…

アキノ暗殺 1周年を間近に控えたマニラでは,連

日,反マルコスのデモが繰 りひろげられていた。 8

月17日 ,マ カテ ィ地区か らマニラ市街へ向かう主幹

道路を埋めつ くした数万人の学生や労働者たちのデ

モの中を,私は,日 本の役害1に ついて意見を尋ねて

まわった。デモの リーダーの一人は,こ う答えた。

「 日本の経済援助は,一般民衆の利益にはならず ,

マルコスを助ける結果になっています。今の経済困

1義11華訃11'11ず

難を解決するためにも,こ の国をまず民主化 しなけ

ればなりません。私たちが反対 し闘っているその独

裁を支えようとす るのは一種の内政干渉です。

私たちは日本のジャーナリス トたちに,ナ カソネ

やマルコスの視点ではなく,こ のように街頭で闘っ

ている民衆の視点を, 日本の民衆に知らせてほしい

のです。それによって ,日 本の大衆は,世論の力で

ナカソネに,独裁政権への援助をやめるよう圧力を

かけられるはずです。私たちが望むのは,そんな民

衆間の協力と団結です o」

翌 日,私はマニラ空港からサウジヘ向か った。空

港では,サ ウジヘ向か う出稼ぎ労働者たちが長蛇の

ダ1をつ くっていた。

れ

儡
黎
写

二鐵
絆

8月 17日 ,数万人のデモの先頭に立つ,故アキノ氏の実弟,ブツ・アキノ氏 (中央 )
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2)海外体験記

「イギリス体験

イギ リスでの体験について書いてほしいと言われ

た。話 しだしたらきりのない私ではあるが,よ く考

えれば参考になるようなことは何 もない気もする。

参考などともったいぶることもないので,雑談の延

長にして しまおう。

2月 28日 ,ロ ンドン・ヒュー スロー空港 は曇空

だった。ちょっとしたアクシデ ントで 2日 遅れ,疲
れで激 しい頭痛に苦 しめられたが,現金なものでロ

ン ドンが見えたとたん,ふ っとんで しまった。 目に

するものすべて新鮮でやたらと古 くさか った。矛盾

するようであるが事実である。あのような歴史的な

建物が近代都市の一部,い や全体を覆 っているのが

目新 しかったのだ。やたらと鋭 く澄んだ冬の空気が

興奮 した私には快かった。

ロンドンか ら南へ汽車で 2時間,ヘ ースティング

スの町は,ノ ルマン・コンクウ ェス トの古戦場だ。

今は保養地 として休 日に賑わいをみせるが,普段は

ひっそりとした小さな町だ。私はそこで約12週 間す

ごした。朝か ら夕方にかけては英語学校に通い,学

校の後は,夕食までの数時間を海岸ですごしたり,

街をぶらついたり,城にあが ったりした。夕食後は

たまに学校で催される レクリェーションlh鋤日したり,

ホス トファミリーとテレビを見たりしていた。夜 9

時,テ レビの くぎりの時がティータイム。ティータ

イムといえば,朝食のあと学校へ行 く前の10時 ごろ

にも,い つも リビングで本を読む私にティーとお菓

子をもってきて くれたものだ。

・日曜はだめよ」

地域文化コース 辻岡 弘子

学校は金曜までで,土曜にはいつもエクスカーショ

ンが計画されていた。それに参加 してカンタベ リー

やブライ トンに行 ったが,私はほとんどの週末はロ

ンドンに日帰 りで遊びに行 った。第一歩を踏ん だ

時,大 きな興奮ととまどいとシ ョックを与えたロン

ドンの街 もしだいに私の足にな じんでいった。方向

オンチの私でも,一人で地図を頼りに歩 きまわるう

冬の衛兵交替 (バ ッキンガム宮殿・ロンドン)

あの赤い制服の上に防寒用コートを着ている。

ちになんとかなるような気がしたから不思議なもの

だ。とにか くやたらと歩きまわ って,いつもくたく

たになって列車に揺 られていた。私の靴はおかげで

ヨレヨレ,泥 だらけで, ミセス・レベルはいつか ヒ

ロコの靴を磨かなければといつも言 ってた っけ。結

局あの靴もイギ リスに置いてきて しまった。

ところで,なぜ土曜日に旅行をするのかというと,

まさに, “日曜日はダメよ "で ある。まず交通機関

の数が少なくなる。お店はちょっとしたフー ドショッ

プが開いてるぐらいでほとんど閉まっている。私の

友達で 日曜日にロンドンヘ行き,夕方 6時に出て ,

車が遅れたり乗り換えさせ られたりで,夜中すぎに

やっと帰れたという悲惨な人がいた ぐらいだ。 日曜

日は安息 日で,教会へ行かなくとも (実際,ホ ス ト

ファミリーの誰も行 っていなか った。)家でゆっくり

家族 と休む日のようだ。近 くの公園に散歩に行 くぐ

らい。天気のいい日の公園は日光浴客で一杯。こう

いうところで緯度の高さを感 じた。こんなのんびり

した彼 らイギ リス人の優雅 さがうらやましくなる。

ロンドン塔から見たタヮーブリッジ (ロ ンドン )
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日本人の私にはひたりきれない部分だったようだ。

天気といえば,イ ギ リスは予想以上に寒 く,冬が

長か った。それにぱっと晴れるということが少ない。

ヘースティングスの水平線はいつも空と海の鉛色で

おしつぶされていた。 4月 末イースターの頃に一時

期暖か くなって冬用のものを送 り返 したのがまちが

いだ った。まさか 5月 中頃でもマフラーと手袋をす

るはめになろうとは…・・・。

一人旅で不安や失敗,困 ったことや迷惑 した こと

などもたくさんあったが,そのたびに人に助けられ

親切に触れ,何よりもそれが一番心に残 っている。

イギ リスでの失敗談や言葉の不 自由さのエピソー ド,

イギ リスが思 ったよりも安全な国ではなかったこと,

(例 えば, リビアとの事件,今 も血なまぐさいアイ

ル ラン ド問題 ,10週間以上も続いていたス トライキ

等 )英 語習得の難しさなど書 くことは多 くあるが ,

何よりも人のやさしさを実感できたのが収穫だった

ように思 う。自分では自分の写真 1枚もとれないの

だか ら。機会があれば,ま たイギ リスに帰りたいと

思わずにはいられない私である。

「原色の子供たち」

ゝv   ナベやバケツをかかえたサ リー姿の女たちが門の

前に並んでいる。正面の大きな鉄の扉は閉ざされた

まま。横の勝手日か ら一人ずつ,中 に入ってい く。

近 くにいるジュース売 りのおっさんに聞いた。「 マ

ザーテレサズ・ホーム?」 英語なんて簡単な方がい

い。おっさんは小首をかしげる。インドで小首をか

しげることは「 イエス」を意味する。どうやらここ

らしい。カルカッタにある,「 マザーテレサの家 」

′ご。

藤原新也の『 東京漂流 』に,野犬が人の死体を食

べている写真があらた。「 ニンゲンは犬に食われる

ほど自由だ。」という言葉は衝撃的であった。現在の

日本で遠ざけられ,あ まり見ることのない「 死 」を

見つめてみたい。それがインドにやってきた動機で

ある。カルカッタにいる間,いつかテレビで見た,

マザーテレサの「 死を待う人々の家」を見てみたい

と思っていた。しかし,そ の “見てみたい "に どう
~~/  

しても,う しろめたさを拭いきれないでいた。日本

人特有の,のぞき趣味そのものではないか。

ところが昨日,偶然に出会った高山という男と話

しているうち,「 オレも行きたいと思ってたんだ。」

という言葉を聞いてふんぎりがついた。賛同者の存

在は,それが善いことであろうと悪いことであろう

と,勇 気を与えてくれる。

二人してようやく勝手口に入りこんだ。キョロキョ

ロあたりを見廻していると一人のシスターが話しか

けてくる。偽善を隠蔽するほどの英語力は持ち合わ

せていない。「 アイ・ウォンツゥ・ル ック。」いや

ただ見物に来たわけじゃありません。その………と

日本語ですらうまく説明できないことが英語ででき

るわけがない。未熟さは本音をさらけ出してしまう。

社会文化コース 桐木 淳二

シスターは何をか了解 したようで,右隣 りの建物の

2階を案内してくれた。

2階に上がると,4,5人 の子供がじゃれついて

くる。きちんとした,淡い ピンク色のワンピースや

水色のシャツを着た子供たちだ。まわりを見渡す と

乳児用ベ ッドが並び,さ なが ら保育園のようだ。次

に案内された礼拝堂を見て,よ うや くここに私たち

の望んでいたものがないことがわか ってきた。子供

しかいない,言 ってみれば孤児院のようなものらし

い。 (帰国して本で調べてみると,どうやらここは,

「 マザーテレサの家 」と呼ばれている所ではあるが

「 死を待つ人々の家 」ではな く, 慈善修道女 会 の

「 子供の家 」らしい。)し か し,2人は子供たちの接

待で忙 しか った。「 高い高い 」と両手をつかんで持

ち上げ,高山が子供たちとじゃれ合 う。私が遊戯中

の子供たちの スケ ッチを していると,それを気にいっ

たボランティアの女の人がみんなに見せびらかす。

「 ナマステ 」(こ んにちは,さ ような ら等,何 でも

使える挨拶言葉 )と ,子供たちの合掌に送られて部

屋を出ていった。 2人はそれなりに満足 し,案内 し

て くれたシスターに礼を言 う。「 サンキューベリマッ

チ,ウ ィハブ ァグ ッタイム 」2人で考えたお礼の言

葉だ った。稚拙な英語に恥 じなが らも,言 いようの

ない満足感に満たされた 2人 は元気に出ていった。

高山と別れ,別の日本人とベナ レスという駅に着

いた。一人の女の子が寄 って くる。薄よごれた服を

着て,手を差 し出す。「 ハロー ジ ャパ ニ, ヮ ンル

ピー。」バ クシー ン (施 し )を要求しているのだ。

駅前で生活している路上生活者の子供だ。イン ドの

乞食は堂 々とバクシーシを要求する。富める者が貧

する者に金を与えるのは当然の義務だからだ。与え
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ても礼など言わない。と,知りつつも,ポケ ットに

手を入れ,小銭を探 った。するとどうだろう。どこ

にいたのかわか らないが,「 ハロー,ハロー。」と10

数人の子供たちが急に取 り巻き,細い腕が10本 ,20
本と伸びてきた。我先に私の手から小銭をつかみと

ろうとする。10パイサコイン (1ル ピー=100パ イ

サ=約2円 )は ころがり落ち,そ こに黒い群れがで

きる。「 この 日本人は金を くれる′ 」黒いかたまり

は私に向か ってきた。私は嫌悪感 とともに恐怖を感

じた。近 くにいた リクシキー (人力車のようなタク

シーがわりの乗 り物 )に 飛び乗 りその場を逃げた。

駅に切符の予約に行 く。外国人専用窓口で順番を

待 っていると,腰のあたりを トントンとつつかれる。

後ろを向くと,汚れたシャツを 1枚着た少年が,う
つろな眼をして手を出している。「 やばい。Jま わ

りを見渡すと,子供たちの姿が見える。彼らが臨戦

体制をしいているように感 じる。私は生理的に嫌悪

し,無視して窓口に肘をついた。 トントン,背すじ

がビクッとする冷たい打診が続く。 2度 , 3度 と返

事のない腰に容赦なく打ち続ける。自己弁護はしな

い。私は振り向きざま,「 NO./」 と精一杯の拒絶

をした。その時,見た少年の眼。何も楽しみはない

のだろうか。反応のないものにはすぐに飽きてしま

う子供の浮気心は存在しないのか。黒い顔に私を見

すえる白い眼があった。私はもう振り向こうとしな

かった。いやだ,お前に金をやるつもりはない。あ

っちへ行ってくれ。

後ろを向けないという制約に数分間耐えていた。

その時,マザーテレサの子供たちを思い出した。ど

うしてオレの態度は違 うんだ?同 じ子供じゃないか。

あの時,彼 らの手を握り,微笑みかけたではないか。

同じ人間なんだぞ,ど こが違う。テレサの子たちは

笑いかけてくれた。礼儀があった。…。,そ れから…。

どこも違わない。ただ教育という衣をかぶせただけ

じゃないか。オレは何に満足したんだろう。考えて

みればテレサの子の方が特別なのだ。たいていの子

供はボロをまとい,裸足で生活している。オレは日

本的な考えに固執し,他のものは拒絶しているだけ

じゃないか。後ろを振り向いた。その子はいなかっ

た。

子供たちにどう対 していいのかわからない。街は

貧 しい子供たちでいっぱいだ。一人一人頼ず りする

わけにもいかないぅなどと考えながら,駅のホーム

でデ リー行 きの列車を捜 していた。イン ドの場合 ,

寝台車を予約すると自分の名前がその予約 した車両

に貼 りだされる。それを捜 していたが,どこにもな

い:2度 , 3度 と‐等席のあたりを往復していると,

一人の少年が話 しかけてきた。子供はもういいや ,

「 どっちがおれの顔なんだ…」

と最初相手にしなかったが,し きりに「 ファスト?
セカン?」 と尋ねて くる。出発の時刻が近い。

「 ファースト」と答えてしまった。少年は,こ っち

だと掲示板を指さす。なんだ,こ こに書いてあった

のか,ア リガトウ′で事は終わらなし、「 ユアシー ト

ナンバー?」「 c1279」 と答えると, こっちだと少

年はかけだす。もういいよという顔をしてもだめで

ある。御丁寧に車両の中まで来てくれ,こ の席だと

手でたたく。ここまで来て,いやあ,親切な少年だ,

と感心するだけ損だ。彼の眼が何を欲求しているか

わかっている。私は 1ル ピーコインを探した。差出

すと明るく,「 ノー, 2ル ピー。」さすがだ。大人

のインド人だったら値段交渉しているところだが,

何故か気分がよかった。「 OK。」2ル ピー札を渡

した。パン(紙たばこのようなもので,噛むとだ液

で赤くなる)を 口でもてあそびながら,金を受け取

り,握手を求めてきた。「 サンキュー J自 然に言葉

が出た。そいつはまっ赤な口でニカッと笑う。これ

でいいんだなと思った。

日本に帰って,デパー トの中で「 わ―ん」という

子供の泣き声に振り向かされた。よくある光景だ。

何かをねだり,それがかなえられない時,母親に思

いっきりの復讐を行うのだ。その時,イ ンドの貧し

い子供たちを思い出す。彼らは泣かない。泣く前に

生きようとする。薄汚れた衣服を着ているが,体か

ら原色を発していた。彼らから強烈な「 生 」をつき

つけられたようだ。「 死 」を見つめるはずの旅が,

「 生 」を確認する旅になってしまった。考えてみれ

ば至極当然のことである。

―
/
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それがどんな目的のものであろうと, 日本を離れ

外国の空気を吸うことはその人にとってかけがえの

ない良い経験となる。日本と異なった外国生活,そ

の土地の食物を食べ,外国の人々と親しく接し,自

分の日で異国の風物を見ることによって見聞が大き

くひらける。機上から地球をながめるだけでも心豊

かになるものである。地平線をみて地球は確かにま

るいと感じ,あのシベリア大平原に蛇行する大河を

みて,地球の息吹きを感じ,感動する。こんなこと

で人間が大きくなり,大 きな夢を抱くようになる。

ここに1冊の本がある。 Ir宙ng Stoneの著した「The

Origin」 。 750ペ ージもあるこの分厚い本を私は10

ケ月のアメリカ滞在中に毎日コツコツと少しずつ読

み続け,帰国するまでに全部読み終えた。小説や伝

記の類を英語で読む習慣のない私だったので, この

ねばりは自分でも驚くほどだった。これも日本に居

る時と違って,と くに夜の自由時間が十分にとれて

初めてなし得たことだと思う。「 The Origin」 は井

ウィンの伝記とでもいえるもので,こ の本の中には

進化論が生まれた背景,ダーウィンの心境が生々し

く描かれている。とくに彼の私生活,優れた教師に

恵まれていたこと, ビーグル号でイギリスを離れる

前のさまざまな トラブルとダーウィンのいらだちな

どが,見事に描写されていて私の心を打った。病弱

な身体を鞭打ってのことだけにダーウィンの苦悩が

よく伝わってきた。アメリカでこの本を読んでいる

うちに,私はダーウィンの足跡を私自身の足で訪ね

てみようとの欲望に駆立てられていったのである。

折も折,その年 (1981年 )の 夏,オ ーストラリア

で国際植物学会議が開かれることになっていたので ,

私は直ぐに出席する気になってしまった。自分の研

究発表はそれとして,南半球であのダーウィンの足

跡を探るにはこの上ない好機。このことを第一義的

に考えた私はこの学会に出席すべく手続きを早々に

すませ,エ クスカーションは南極に近いタスマニア

島と決めた。

8月 中旬,一度広島に帰った私は,あ わただしく

予定していたォーストラリアに向け,日 本を後にした。

シドニーでの学会を大過なく終えた私は,勇んでタ

自然環境研究講座教授 根平 邦人

スマニアに飛んだのである。その時のタスマニアの

印象を私は次のように記している。

「 ついにタスマニアまでや ってきた。ダーウィン

の足跡がこの島に刻まれているのだ。彼の 日で見た

風物を私のこの日で見ることができる。ホバー ト・

タウン,そ の背後にそびえるウェリン トン山。その

山が私の眼前にあ った。エクスカーションでは,こ

の山のふもとまで足をのばすことができたが,頂上

までは激 しい雨と寒さで到底行きつ くことができな

かった。ダーゥィンの見たであろう植物 たち,と り

わけキク科の木本類が多 く目につ く。 自由時間には

ダーウ ィンに関する資料を求めるべ く,主として博

物館などを訪ね歩いた。 しか し思うような成果が得

られず,い ささかあせ り気味・……。」とある。

このように私は外国で読んだ l冊の本がきっかけ

となってダーウィン研究を私のライフワークの一環

として考えるようになった。それは学問的には決 し

て レベルの高いものとはいえないかも知れない。 し

かし私はなぜかそう思うようになってしまった。私

はダーウィンの生まれ故郷イギ リスさえもまだ行 っ

たことはない。あの進化論のふるさとのガラパ ゴス

諸島も南米もアフリカも知 らない。彼の足跡を探る

といってもその道は遠 く険 しぃが,い つ の 日にか

それらの地を私のこの足で踏査し,こあ日で彼の見

た山,岩 ,動・植物,人種を見,風物に接し,進化

思想の源を探りたい。それは「 ダーウィン進化論の

ルーツを探る」といったものである。私はダーウィ

ンのように長い年月をかけてのんびりした船旅はで

きない。飛行機を使ってのモダンな旅としたぃ。写

真やスケ ッチを添えた豊かな紀行文としたい。そん

な夢をふくらませているのである。このことを遂行

できるのはいつの日か。授業や会議や雑用に追いま

くられている日々が今のように続いているかぎりは

私のこの夢はただの夢に終ってしまうであろう。実

現できなくてもいい。大きな夢を抱 くことは大変良

いことで,心豊かになる。

この私のロマンに満ちた夢は,さ さやかな外国生

活の体験から芽ばえた宝だと思っている。

3)海外と私

「日本を離れ夢を抱 く」
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異文化を理解するには,どのような接近方法が考

えられるのであろうか。総合科学部で人文地理学 ,

イギリス地域研究,地域学を講じてきた筆者の胸に

は,いつもこのような問題が去来し,脳裏を離れる

ことがなかった。 u憑かれた "と はこのような状態

であろうと,自 分を他人にみたてて,つきはなして

みることもある。しかしどう考えても思案に余ると

いうところが現在の戦 である。しかし手を洪い0ヽるだ

けでは能がない。そこで,国内の地域調査やフ南イ

ンドの地理学的調査によって得られた知見をもとに ,

異文化の文法を理解する手だてを, ここでもう一度

吟味することによって,F・5題の本質に迫ってみるこ

とにしたい。

和辻哲郎は,『 風土』の中で,風土の人間学曲考

察を展開している。その一つの重要な論漁 は,特定

の風土のなかにおける自己了解"従って自文化 (ovn

culture)の 理解は ,その貼 へ自ら超出すること

によって行われる,と いうところにある。「 存在 」

(existence)と は, ex‐ slstere,す なわち,自己

から超出することであることからも容易に理解でき

る。この系論をさらにつき進め るな らば, 異文化

(cther culture)の 理解を通 じて,自 文化を了解

することができるであろう。このような認識座標は

自己中心とする自文化と異文化の間にはりめぐらさ

れた緊密な認識のネットワークの上に設定されてい

る,という意味で,知の三角測量にも比せら祉 う。

風土の3類型というかの有名なテーゼはかくして提

起された。和辻は,フ ランスの人文地理学者 Vidal

de la Blache,歴 史学者 Lecien Lefavreら の研究

成果を大幅に摂取することによって,ハ イデッガー

の「 有と時間 」において展開された:一元的な人間

存在の理解の地平を超克しようと試みた。これは人

間存在を時間軸と同時に空間軸にそって理解するこ

と,否 ,こ の二うの軸を交叉させることによって得

られる象限に,人間存在の究極的基盤をみいだそう

とする試みにはかならない。従って,こ こでは自己

了解の型は風土の類型によって規定されてくること

になる。存在の認識に空間軸を導入したことによっ

て,オ ントロギーの地平は大きく変わった。しかし,

その論証のしかたが:①直観的であること,②風土

類型の設定が,グローバルなレベルでみても粗大で

英米研究講座助教授 米 田   巌

あり,地域の実態に貝pしてぃないこと,③そして ,

環境と人間の交互作用をめぐって提起された,いわ

ゆる『 決定論 』と『 可能論 』,そのいずれの視点に

立脚するにせよ,和辻の風土論は,地域理論を充分

踏まえてぃないという点で,なお考慮するべき点が

少なくない。

内村鑑三は『 地人論 』において,「 地を離るれば

人なし,人を離るれば事なし,故 に事を成さんと

欲する者はまさに地理を究むべし。」と説いた吉田松

蔭のことばを3‖用して,地理学研究の必要性を強調  一

している。これを,事のまえに人,人のまえに地を  vノ
考察すべきであると解釈 しては元も子もない。松蔭

は,事―物■人‐地という累層的な有機性に着目して

それらを個々に切り離さず,三位一体として把握す

る,ためには,大地に刻みこまれた歴史的心性を景観

を手懸りとして解読していくことがいかに重要であ

るかを強調しているのである。そこに浮かび上って

くる.の は,生活様式という文化の文様である。人間

が柄で自然が地といってもよい。その柄に一定の規則

性なり方向を与えるものが文化のみえざる文法コー

ドということになる。コー ドをコー ドそれ自体とし

て,文化のコンテキストから切断して取り上げて ,

研究対象とするならば,そ のコー ドを育て哺んでき

た文化そのものをも切り捨てることになる。もとよ

り精神文化は物質文化と密接不可分の関係にある。

可視的な物質文化 (景観,生活様式 )か らより高次

の情神文化を逆照射することによって,思弁的な文   
‐

化解釈の弊害を少しでも除去し,真の異文化理解ヘ  シ

の道を模索しようとする学派が陸続として生まれて

きた背景には,科学研究の細分化と知的閉塞状況が

あったことも否めない事実であろう。

異文化理解への模索とは,お おむね次のように要

約できる。

1)人類は文化という外皮を着ている。あるいは

その枠組みの中にとじこめられ,特定の刻印を

うけている。

2)しかし,自 文化の中にいながら,同時に自文

化を超えた世界に触れ,その文化のコー ドを解

読し,それをもとに可能ならば,相異なる複数

の文化体系を同時に生きることにょって,中華

思想を超克しうるという蓋然性。

「異文化の文法コー ドを索めて」
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3)か くして,異文化の理解とは,おのずか ら自

文化を含めた比較文化の作業にならざるを得な

いとい うこと。

4)こ のような地平にたつとき,われわれは有限

の生を過去 と未来に向かって投企することが可

能となる。そして,そ れと同時に共時的には ,

自已の有限の生を,他地域の異文化体系に属す る

人々との生活世界という異 な った次元へ転 移

(translate)さ せることができる。このような

比較文化の作業は,異時間と空間に向かう人生

の旅にほかならないこと。「 天地 は万物 の逆

旅 」とは,ま さにこのことを集約的に表現 した

ものである。

〇世界にはばた く総科教官 ?

まず 1図を見て ください。これは総合科学部が倉1

設 された昭和49年 以来約10年 間における,総合科学

部教官の海外渡航先の分布図です。時 『々 飛翔 』の

終わりの方に「 学部の記録 」という記事があるのを

知っていましたか?(ち ゃんと知っている,と いう

あなたはもう「 飛翔 」の "通 "です ′)こ の中に教

官の出張,研修等の海外渡航についての記録がある

のですが,今 回,特集め一つとしてこの記録を集計

してみました。かなりにぎやかな地図ですが,ま ず

わかるのは本当に世界めいろんな国へ総合科学部の

教官が渡航しているということです。
鯉
世界にはば

たく総科教官 "と いったところでしょうか。また ,

人数に着目するとアメリカ合衆国が85名 と他国より

圧倒的に多いのがわかると思います。これは国際的

な学会やシンポジウムがアメリカ合衆国で行われる

ことが多いからだと思われます。

○世界にはばたく総科生 ?

2図 は総合科学部における留学生の出入りを表し

たものです。これも総合科学部創設以来10年間の累

積 (外 国人留学生の分布図は昭和
"年

度も含む。)の

人数です。

これをみると,総合科学部へ来た外国人留学生は,

総合科学部ができてから現在までに,世界のいろい

ろなところから集まっていることがわかります。

今年度を含めると総合科学部へ来た留学J灘6人で,

その内訳は大学院生が10名 ,研究生が36名で,学部

生は0と なっています。広島大学全体では現在32ケ

国 169名 の留学生が在学しています (昭和597・ 6月

人文地理学や文化人類学などの領域では,フ ィー

ル ド・ワークによって異文化のコー ドを解読するこ

とが一つの定石となっている。

ある文化は,大地に深く刻み込まれてくると, し

だいに多様な柄が裁然と識別できるようになる。そ

してその地域独自の文化景観として結品化してくる

ようになる。われわれは,ま ずこれを一つの有力な

手懸りとして,異文化を解読するわけである。大地と

いう開かれたテキス トに即して異文化を理解してい

くことは,そのいみで比較文化の実証的研究をおし

進めていくうえで最も有効なアプローチの一つであ

ろう。

編 集 部

1日 現在 )。

また日本からは 7名 海外へ留学 していったことを

示 しています。ちなみに,広島大学からの留学生 と

して学部別にみると,同期間(昭和49年度～58年度)

の海外留学生は文学部24人 (う ち院生13人 ),教育学

部が22人 (う ち院生 7人 )と 多 く,総合科学部の 7

人 (う ち院生 3名 )が これに次いでいます。広島大

学全体からみた留学先はやはリアメ リカ合衆国が多

く26名 , 次いでイギ リス15名 , フランス8名 , カナ

ダ 8名 ,西 ドイツ 7名 …とな っていて,総合科学部

か らの留学生の留学先もだいたい同 じ傾向にあると

いえます。ただこれ らの資料は学生部や総合科学部

の学務係などの記録によるものであるため,と の留

学生は文部省による国費留学生に限 られています。

しか し,実際にはいろいろな財団の援助による留学

や 自費による留学など,い わゆる私費留学 もかなり

あるようですが,こ れ らの正確な記録が見あたらな

いため,その実態をつかむことができませんでした。

ですか ら,国費・私費を含めた,海外留学生の数や

国は 2図 に示 したものよりもきっと多いはずです。

以上,簡単に二つの世界地図の解説をしましたが,

まあそれはともか くとして,こ の記事 をお読 み に

なったみなさん,海外留学を志す人も,留学は考え

てないが学生のうちに絶対海外旅行へ行 くんだ,と

お考えの人も,留学 も海外旅行もゆめゆめ思ひはベ

らじ,と お っしゃるあなたも下度世界地図を拡げて

異国に思いを馳せてみてはいかがですかな ?

(文 責  海堀  修 )

4)日で見る “世界にはばたけ"
ゝ、ン
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5)留学生に会らて

・ はじめに

私達『 飛翔 』編集部は,総合科学部で勉強されて

いる留学生の方々にスポットを当ててみました。企

画 としては,留学生の方に一堂に集まってもらい
,

座談会を催す予定で したが,こ ちらの不手際や,各
人の時間の都合もあり,中国及びチュニジアの女性

2人を含む,主に 日本研究を専攻されてい る 7人の

方に,個々に話を聞かせてもらう形になりました。

現在,総合科学部には留学生が13人 おられ,院生 8

人,研究生 5人を受け入れており,学部生は皆無で

す。国別では,韓国 3人 ,中国 2人,台湾 2人,ニュー

ジーラン ド2人 , フィ リピン,イ ン ドネシア,チ ュ

ニジア,西 ドイツ各 1人 とい う内訳 (84年 6月現在)

です。

・ 留学の動 A・p広島についてなど

留学の動機については, 日本研究という専攻上,

やは り実際に現地で勉強 してみたか ったということ

でした。留学生の中には,台湾のAさ んのように,

自国の大学の 日本語学科を卒業したが,日 本語が生

かせるような職場でなかったために退職 し,日 本に

ついてもっと勉強 したいと思って留学 した,い わゆ

る脱サラの方もいました。総合科学部に来ることに

なった理由については,韓国の Bさ んのように,初
め 日本のある大学に留学 していたが,広大の先生の

紹介でここに移 ったとい うケース,同 じく韓国のC

さんのように, 日本文学をやるにしても,こ の学部

ではいろんな方面か ら学ぶことができると思ってこ

こを選んだとい う方,ニ ュージーランドの Dさ んの

ように,自 国の大学 と広大 との間に交流関係があっ

たのでという方,チ ュニジアの Eさ んのように,文
部省の振り分けによるといった場合 もあり,各人各

様でした。

広島の印象を聞くと,やはり「 原爆の都市 」であ

り,原爆の悲惨さを肌で感 じたという答が返ってき

ました。その他では,広島の街中には川と橋が大変

多いということがあげられていました。広島の気候

に関しては,出身地との関係からでしようが,蒸 し

暑く住みにくいと言う人もいれば,大変寒いと言う

人もいました。日常生活で戸惑った点について聞く

と,「 銭湯 」という答が結構返ってきました。男性

はす ぐに銭湯に慣れるようです が,女性の中には ,

まだ一度も体験 したことのない人もいれば,中国の

Fさ んのように「 最初はとても恥ずかしかったのです

が,今ではお風呂につかりながら,風 呂文イbぴ動 てヽお

ばあさんと話をするよ うにまでなりました 」という

人もいました。

・ 広大の学生や総合科学部について

次に,広大の学生や総合科学部について具体的に

聞いてみたのですが,こ の学部を選んで来た人の中

には,韓国の Cさ んのように,実際に留学してみる

と「 総合科学部の試みは失敗だらた 」という噂があ

るのに非常に驚いたと言う人もいました。この Cさ

んは「 総合科学部を もっと発展させなければならな

い Jと 熱っぱく語っておられました。学生に関 して

は,ク ラブ活動に熱心,授業中よく居眠 りする,一
見真面 日であるなどの意見が出ました。ニュージー

ラン ドの Dさ んは「 私達の国の場合と比べて,と に

か く若者 しかいません。私達の国で は,学生はもっ

といろんな (年 齢層の )人がいました 」と学内の印

象を述べておられました。 さらに,留学生の方 々が

院生,研究生であるということもあるかもしれませ

んが,中国のGさ んのように,学生とはクラブ活動

以外では友達になりに くい。 もっと学生の友達がほ

しいと言う人もかなりいました。

・ ある韓国人留学生に会って

比較的長い時間にわたって話を聞 くことのできた

韓国の Bさ んは, 日本へ留学 した当初の体験を次の

ように語って くれました。「 韓国か ら飛行機で成田

空港に着いた時には,わずかな手荷物と毛布一枚 し

か持 っていませんでした。 日本に知人がいるわけで

もなし,公園にでも寝るつもりで したよ。広大に来

る前は,東京のある大学に通っていたのですが,住
み込みのアルバィ トをしながらの通学で した。住み

込みでないと,勝手がわか らず生活 してゆけなかっ

たのです。 とにか く最初は大変でした Jと 。また
,

Bさ んは「 日本へ留学 している申国と台湾の人が ,

一諸にしゃべってい るのを見ると,私達も北朝鮮の

人と話がしてみたい と思う 」とも洩らされていまし

た。

韓国と北朝鮮間の問題同様, 日本と韓国間の問題

V/

部集編
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にも深刻なものがあるようです。今年になって, 日

本では韓国を紹介する本が相次いで出版 されました

が,ま だ「 近 くて遠い国 」の域か ら脱していないよ

うに思われます。 日韓の歴史上初めての韓国国家元

首の公式訪間である,全斗燥大統領の訪 日に際 し,

日本側の「 日韓文化交流委員会 Jの 設置構想を,韓
国側が時期尚早 と拒否 したとい った新聞記事を読ん

で,韓国には植民地時代の傷跡が,今なお癒えずに

残されていることに初めて気付いた人も多かったの

ではないで しょうか。この『 飛翔 』が出される頃に

は,すでに大統領の訪 日は済んでい るはずですが ,

この訪 日は今後の日韓関係の上にどのような変化を

もたらすのでしょうか。

両国の若者における体験の違いを聞いてみると,

Bさ んはその一つとして,兵役義務の有無をあげて

おられました。韓国では,兵 役義務期間が20歳か ら

3年間あり,挨拶,言葉遣いをは じめとする多 くの

規律や厳 しい訓練が課されるそうです。現在,日 本

には兵役義務制度は無いのですが,因に兵役義務制

度がある国を並べてみます と,韓国,北朝鮮 ,台湾 ,

中国,ソ 連, スカ ンディナビア諸国,西 ドイツ,ス

イスなどをはじめ意外と多いことがわか ります。兵役

義務の有無 と青年層の意識の違いを調べた ら,何か

おもしろい比較ができそうです。

Bさ んは最後に「 韓国では 日本を客観的に見つめ

直そ うとする若者が増えつつあります。 日本でも韓

国を客観的に見ようとする若者が増えなければ,(両

国間の )真の交流は図れない と思います Jと 述べて

おられました。このことは日韓関係上に限らず,ど
の国との関係においても言えることで しょう。

・ 最後に

今回は,総合科学部におられる留学生の約 3分の

2の人にしか接することはで きませんでしたが,ほ
とんどの人が,も っと日本の学生と交流の場を持ち

たいという意見を出しておられました6た とえば,

その方法 として,地域研究や現代社会研究といった

た ぐいの授業に, 1回でも留学生 と話 し合える機会

を作るといったことは可能であり,私達 日本人学生

及び留学生の双方にとっても有益な事のように思え

るのですが,ど うで しょうか。

最近では,反戦・ 反核運動などでも「 草の根 レベ

ルで 」という言葉をよ く耳にしますが,そ れぞれの

国の次代を担うであろう世代,留学生と学生の対話

という民間レベルの交流は,ま さしく国際交流の障

の根 」であり,国際理解につながるものでしょう。

私達の質問に,貴重な時間をさいて,流暢な日本

語で答えて下さった留学生の方 々,有難うございま

した。

(文責 。古川 哲史 )

斬気淳二の飛翔批評話 ――①

(ヒ シ ョヒシ ョバナシ )
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6)『飛翔』留学講座

国費留学の手引き

留学 してみたい″こんな思いに駆られたことがあ  れるので,休学せずにすむのです。ただし,向 こう

る人はたくさんいるはず。そんな人に聞いてみたい。  の大学で単位がうまく取れればの話ですが・… :・。し

Do you know学生国際交流制度 ? かし,今 まで留学するときは休学せねばならなかぅ

.こ のコーナーでは学生国際交流制度が一体どんな  たのに対して,こ の制度を利用するなら存学留学で

制度で,どんな手続きをすれば留学できるのかをお  きるのです。これは実に有意義なことだと思います。

教えします。 在学留学できることがこの制度の大 きな特色なので

まず,学生国際交流制度とはどんな制度か説明せ  す。

ねばならないでしょうdこ の制度は昭和47年 に発足   それではどうすればこの制度を利用して留学を勝

し,国立・公立‐●私立大学の学部学生,修士課程の  ち取ることができるのか。これははっきり言って難   、v/
学生を対象として文部省が奨学金を支給するという  しい。つまり,こ の制度を利用するにはかなりの実

制度です。この制度の狙いは留学体験を通して,国  力と努力が必要だということです。次からは,特に

際的な視野と国際的感覚を持った人を育成し,あわ  多い英語圏 (主 にアメリカ合衆国 )に 留学したいと

せて―外国大学との教育交流,学生交換を促進するこ  思っている学生を例にとって, ドキュメンタリータッ

とにあります。まさに,総合科学部の理念にぴった  チでその手続きを紹介し,留学までの過程を追って

りという感 じがするのですが,いかがでしょうか。  みたいと思います。

この他にも教員養成学部海外派遣制度というのがあ 留学までの長い道のり (総科生編 )

るけれど,残念ながら総科の学生は転部しない限り   世界にはばたけ総科生。この言葉を胸に彼は学生

無理
=そ

れに忘れてはならないことは,学生国際交  国際制度の難関に挑む決心をした。まず,学部の推

流制度を利用できるのが, 3年次生以上となってい  薦を受けるため,学務係へ申し込む。やはり,問題

ることです。 3年になってから留年して留学なんか  となるのは11～ 12月 頃にある学内選考だ。おそらく,

してたまるかとおっしゃる方。大丈夫。この制度に  一番の難関になるのはこの学内選考だろう。この学

休学しなさい という項目はありません。向こうの大  内選考で選考の基準となるのは, TOEFL(Test Of
学で取得した単位を広島大学の単位として認めてく  English as a Foreign Language)の 点数。これは筆記

表 1 派遣先大学の選定について

〇学生国際交流制度■・::原則として下記の大学によるものとする。

地   区 国 名 大  学  名
学生国際交流制度
堆  薔  人 獅 備 考

米 ア メ リ カ シ ガ ン 大 学 3人 以 下

ヨー ロ ッパ

イ■ギ|リ  ス ロ ン ド ン 大 学 2人 以 下

学生国際交流委員会決定

( S.53  2  7 )

■フ |ラ ■ン ス パ リ 第 4大 学 2人 以 下

ド  イ 
ー

ツ チュービンゲ ン大学 2人 以 下

オセアニア ニュージーランド オ ー ク ラン ド大 学 2人 以 下

ァ ジ ァ イ ン ド バナラスヒンズー大学 2人 以 下

米 カ ナ 夕
゛ ブ リティシュ

コロンビア大学
2人 以 下

学生国際交流委員会決定
rS_53  7 4 )

ヨー ロ ッパ イ ギ リ ス オックスフォード大学 3人 以 下
学生国際交流委員会決定

( S.58. 6 28 )

○教員養成大学・学部学生海外派遣制度……派遣先大学については特に限定しない。

部集編
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試験とみなすらしい。12月 頃に行う英会話の試験。

外人教師を含む面接形式で行なうらしい。専門分野

の留学計画。これは自分の担当教官 と相談して決め

る。最後に日常の学業成績。どうも最後の学業成績

というのが不気味だと彼は思った。それに,も ちろ
んのことながら,英語の実力も人並み以上でないと

いけないだろう。そうでないともし選考に通っても,

向こうの大学へ行ってか ら授業についていけないこ

とになる。 まずは英語の能力を向上させねばならな

い。

彼の努力の結果,こ の話は続 くことになった。次

は文部省選考 である。学内選考に通ったとしても,

文部省選考をパ スできるとは限 らない らしい。文部

省も国が費用を負担するのだか ら,そ れなりの学生

を派遣 したいと思うのは当然のことであろう。この

選考は 2段階に分かれている。第 1段階では,各大

学から提出された留学計画を審査する。そして,第 2

段階でその留学計画に見合 った学生を決定するので

ある。この選考にすべてがかかっていると言えよう。

最終決定は 6月 頃は もうここまで来たら落ちるわけ

にはいかない。世界にはばた く総科生になるために

も,最後まで話を続かせるためにも。

今までに総科からは 7人 ,こ の制度の利用者を出

してい る。その 7人の内訳はアメ リカ,フ ランス
,

ドイツが各 2名 ,イ ギ リスが 1名 である。 うち 4人

が学部生, 3人 が院生だった。 (昭和58年度現在 )

彼はついに 8人めの利用者 となった。彼の場合,ア
メ リカヘ留学を希望 していたので,こ の制度による

とミシガン大学へ留学することになる。その他の国

の選定大学は表に書いてある通 りである。たたし,

成績面で大学の方か ら断ってくることもあるそうだ8

大学への派遣は向こうの新学年が始まる9月である。

奨学金と往復の旅費 (最寄 りの国際空港か ら外国ま

で )が支給 される。数々の難関を乗 り越えて,つ い

に留学へのキップを勝 ち取 った彼がアメリカの大地

を踏む 日は近い。

今の話はあ くまでも想像上のものです。 しか し
,

学生国際交流制度の内容及びそれを利用するための

過程はわかってもらえたと思います。現在,身近に

この制度を利用 した人が見当らないため,あ まり詳

しく紹介できなかったのが残念です。この文章を書

いている私自身もこの制度を利用したいと思ってい

る一人です。こんなに立派な制度があるのだか ら,

利用 しない子はないで しょう。 もし,こ の制度に関

心を持たれて,も っと知 りたいと思われた方は総科

の学務係に聞きに行ってもらえばいいと思います。

留学は金と時間の問題をいつも抱えてい るようで

す。 しか し,大学生だか らこそ,こ れらの問題を破

れるチャンスを持 っているのです。世界 にはばた く

総科生の名は健在だということを示すにはこの困難

を打ち破って,国際人としての自覚を得ることが必

要なのです。異国の環境や人々に触れ,自 分を国際

人として育ててい くのが総科生のふさわ しい姿では

ないでしょうか。総科生は世界へ飛躍せねば……と

学生国際交流制度のパ ンフレッ トを握りしめ,そ う

つぶや く今日この頃。あまり力んでもしかたないけ

ど,留学するための努力は決 して無駄にはならない

と確信 しています。

(文責・野田 啓三 )
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